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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】スポーツシューズ用つま先カバーを形成する際 
に、つま先カバーとシューズ本体の隙間が完全になくす 
こと、取り付けに釘を使用しないこと、別の成型部品を 
使用しないことにより、スポーツの自然な動きを妨げな 
い、スポーツシューズを提供する。
【解決手段】つま先カバー２は、成型品としてのつま先 
カバーを用いることなく、スポーツシューズ１のつま先 
１１に対して薬剤を塗布して乾燥固化させてなるもので 
ある。前記薬剤は、主剤のエポキシ樹脂と、ポリチオー 
ル系の硬化剤の２剤からなるものである。
【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 つ ま 先 カ バ ー を 有 す る ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ で あ っ て 、
前 記 つ ま 先 カ バ ー （ ２ ） は 、 成 型 品 と し て の つ ま 先 カ バ ー を 用 い る こ と な く 、 成 型 状 態 の  
ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ の つ ま 先 に 対 し て 薬 剤 を 塗 布 し て 乾 燥 固 化 さ せ て な る も の で あ っ て 、
　 前 記 薬 剤 は 、 主 剤 の エ ポ キ シ 樹 脂 と 、 ポ リ チ オ ー ル 系 の 硬 化 剤 の ２ 剤 か ら な る も の で あ  
る こ と を 特 徴 と す る ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 エ ポ キ シ 樹 脂 が 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ｆ 型 エ ポ キ シ  
樹 脂 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ｓ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ Ｄ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 レ ゾ ル シ  
ン 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ハ イ ド ロ キ ノ ン 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 カ テ コ ー ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ジ ヒ ド  
ロ キ シ ナ フ タ レ ン 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ フ ェ ニ ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル ノ ボ ラ ッ ク 型  
エ ポ キ シ 樹 脂 、 ク レ ゾ ー ル ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ナ フ ト ー ル ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ  
樹 脂 、 ビ フ ェ ニ ル 変 性 ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂 の 群 か ら 選 択 さ れ る １ 以 上 で あ る 請 求 項  
１ 項 記 載 の ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ポ リ チ オ ー ル 系 の 硬 化 剤 が 、 脂 肪 族 ポ リ チ オ ー ル エ ー テ ル 、 脂 肪 族 ポ リ チ オ エ ス テ  
ル 、 芳 香 環 含 有 ポ リ チ オ エ ー テ ル の 群 か ら 選 択 さ れ る １ 以 上 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 項 記 載  
の ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 つ ま 先 カ バ ー を 有 す る ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ に 関 す る 。 特 に 、 投 球 時 に つ ま 先 を  
グ ラ ン ド に こ す り や す い 野 球 の ピ ッ チ ャ ー 用 シ ュ ー ズ 用 の も の と し て 最 適 で あ る が 、 そ の  
他 の ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ に お い て も 使 用 可 能 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 下 記 す る 特 許 文 献 １ ～ ３ は い ず れ も 本 出 願 人 に よ る も の で あ る 。 こ れ ら の 特 許 文 献 １ ～  
３ で 開 示 し て い る 野 球 靴 用 つ ま 先 カ バ ー は 、 靴 の 甲 被 の 一 部 前 方 を 覆 う 甲 被 部 と 、 靴 の 最  
前 方 に 位 置 す る 保 護 部 か ら な る 成 形 品 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ 及 び ２ の 発 明 で は 、 激 し い プ レ ー の 最 中 に 靴 本 体 と つ ま 先 カ バ ー の 隙 間 に 泥  
や 砂 が 入 る こ と が あ っ た 。 特 許 文 献 ３ の 発 明 は こ の 欠 点 を な く す こ と を 目 的 と し 、 つ ま 先  
カ バ ー の う ち 、 少 な く と も 保 護 部 が 軟 化 温 度 ５ ０ ～ １ ０ ０ ℃ の エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重  
合 体 （ Ｅ Ｖ Ａ ） で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 特 許 文 献 ３ の 技 術 に よ る と 、 ド ラ イ ヤ ー や 熱 湯 が あ れ ば 誰 で も 軟 化 さ せ る こ と が で  
き 、 こ の よ う に し て 軟 化 さ せ た つ ま 先 カ バ ー を シ ュ ー ズ に 取 り 付 け る と 、 シ ュ ー ズ の 外 形  
に 隙 間 な く 付 着 さ せ や す い 。 そ の 結 果 、 つ ま 先 カ バ ー と シ ュ ー ズ 本 体 の 隙 間 が ほ と ん ど 発  
生 せ ず 、 泥 や 砂 が 入 り 込 む こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ３ の 技 術 で は 、 確 か に つ ま 先 カ バ ー の 保 護 部 は 加 熱 に よ り 軟 化 は す る が 、 そ の  
成 形 品 の 形 状 が 極 端 に 変 化 す る こ と は な い 。 保 護 部 と シ ュ ー ズ の 間 の 隙 間 が 大 き す ぎ る 場  
合 、 保 護 部 を 軟 化 さ せ た だ け で は 十 分 に 隙 間 が 埋 ま ら な い こ と も あ り え た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 特 許 文 献 １ ～ ３ で は 、 靴 底 に 釘 で 打 ち 付 け て い た た め 、 作 業 性 が 悪 く 、 重 量 も  
あ っ た 。 シ ュ ー ズ に よ っ て は 、 靴 底 の ス パ イ ク 金 具 の 位 置 が つ ま 先 等 に 寄 っ て い た 場 合 に  
、 釘 を 打 ち 付 け る ス ペ ー ス が な く 、 取 り 付 け が 出 来 な い こ と も あ っ た 。 し か も シ ュ ー ズ に  
別 の 成 形 部 品 を 取 り 付 け る た め 、 ピ ッ チ ャ ー の 投 球 動 作 な ど の 自 然 な 動 き を 妨 げ る 要 因 と  
な り か ね な か っ た 。
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【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ ― １ ２ ５ ７ ０ ２
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ ― ２ ６ ５ ２ ０ １
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ ― ２ ８ ４ １ １ ３
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 は 上 記 の よ う な 課 題 を 克 服 す る た め に 行 わ れ た も の で あ る 。   す な わ ち 、 本 考 案  
は 、 ( 1 ) つ ま 先 カ バ ー と シ ュ ー ズ 本 体 の 隙 間 を 完 全 に な く し て 、 泥 や 砂 が 入 り 込 む こ と が  
な い よ う に す る こ と 、 ( 2 ) 取 り 付 け に あ た っ て 、 釘 を 使 用 せ ず 、 そ の た め 作 業 性 が よ く 、  
軽 量 で あ る こ と 、 ( 3 ) 別 の 成 型 部 品 を 使 用 し な い こ と に よ り 、 ピ ッ チ ャ ー の 投 球 動 作 な ど  
の 自 然 な 動 き を 妨 げ な い よ う に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 の つ ま 先 カ バ ー を 有 す る ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ は 、 前 記 つ ま 先 カ バ ー が 、 成 型 品 と し  
て の つ ま 先 カ バ ー を 用 い る こ と な く 、 ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ の つ ま 先 に 対 し て 薬 剤 を 塗 布 し て
乾 燥 固 化 さ せ て な る も の で あ っ て 、 前 記 薬 剤 は 、 主 剤 の エ ポ キ シ 樹 脂 と 、 ポ リ チ オ ー ル 系  
の 硬 化 剤 の ２ 剤 か ら な る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 主 剤 の エ ポ キ シ 樹 脂 と し て は 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ｆ 型  
エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ｓ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ Ｄ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、  
レ ゾ ル シ ン 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ハ イ ド ロ キ ノ ン 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 カ テ コ ー ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂  
、 ジ ヒ ド ロ キ シ ナ フ タ レ ン 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ フ ェ ニ ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 等 の ２ 価 の フ ェ ノ  
ー ル 類 か ら 誘 導 さ れ る エ ポ キ シ 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ク レ ゾ ー ル  
ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ナ フ ト ー ル ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ フ ェ ニ ル 変 性 ノ ボ  
ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂 等 の ３ 価 以 上 の フ ェ ノ ー ル 類 か ら 誘 導 さ れ る エ ポ キ シ 樹 脂 で あ る こ  
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ポ リ チ オ ー ル 系 の 硬 化 剤 と し て は 、 脂 肪 族 ポ リ チ オ ー ル エ ー テ ル 、 脂 肪 族 ポ リ チ オ エ ス  
テ ル 、 芳 香 環 含 有 ポ リ チ オ エ ー テ ル の い ず れ か で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 薬 剤 の 塗 布 に は 、 主 剤 と 硬 化 剤 の ２ 液 を ２ 室 に そ れ ぞ れ 別 に 収 容 す る 収 容 室 と 、 使 用 時  
に 混 合 さ せ る 排 出 部 と 、 前 記 混 合 薬 剤 を 吐 出 す る 先 端 開 口 を 有 す る 塗 布 器 を 使 用 す る こ と  
が 好 ま し い 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 の つ ま 先 カ バ ー を 有 す る ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ は 、 つ ま 先 カ バ ー と し て 成 型 品 を 用 い  
る の で は な く 、 ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ の つ ま 先 に 対 し て 薬 剤 を 塗 布 し て 乾 燥 固 化 さ せ て な る も  
の で あ る 。 し た が っ て 、 つ ま 先 カ バ ー と シ ュ ー ズ の 間 に 隙 間 が 生 じ る こ と は な い 。 ま た 、  
取 り 付 け に あ た っ て 、 釘 を 使 用 せ ず 、 そ の た め 作 業 性 が よ く 、 軽 量 で あ る 。 さ ら に 、 別 の  
成 型 部 品 を 使 用 し な い の で 、 ピ ッ チ ャ ー の 投 球 動 作 な ど の 自 然 な 動 き を 妨 げ る こ と が 少 な  
く な っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 塗 布 範 囲 の 選 定 も 自 由 で あ り 、 塗 布 さ れ た 薬 剤 が は が れ て も 塗 布 し 直 す こ と が  
で き る の で 経 済 的 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ に つ ま 先 カ バ ー を 形 成 し て い る 様 子 を 表 し た 斜 視 図 で あ る 。
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【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 添 付 の 図 面 に 基 づ き 、 本 考 案 の １ 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 1 に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の つ ま 先 カ バ ー ２ は 、 完 成 品 （ 成 型 状 態 ） の ス ポ ー ツ シ ュ  
ー ズ 1 の つ ま 先 １ １ に 対 し て 薬 剤 を 塗 布 し て 乾 燥 固 化 さ せ る も の で あ る 。 従 来 の 方 法 が 、  
成 形 品 で あ る つ ま 先 カ バ ー を ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ の つ ま 先 に 対 し て か ぶ せ る よ う に 取 り 付 け  
る も の で あ っ た の と は 大 き く 異 な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 薬 剤 は 、 主 剤 と 硬 化 剤 の ２ 液 を 塗 布 器 ３ 内 の ２ 室 ３ １ ， ３ ２ に そ れ ぞ れ 収 容 し て お き 、  
使 用 時 に 排 出 部 ３ ３ に お い て 混 合 さ せ つ つ 、 先 端 開 口 ３ ４ か ら 吐 出 さ せ る こ と に よ り 、 塗  
布 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 主 剤 は エ ポ キ シ 樹 脂 を 主 成 分 と し 、 硬 化 剤 は ポ リ チ オ ー ル 系 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 主 剤 の エ ポ キ シ 樹 脂 と し て は 、 例 え ば 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ ス フ ェ ノ  
ー ル Ｆ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ｓ 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ Ｄ 型 エ ポ キ
シ 樹 脂 、 レ ゾ ル シ ン 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ハ イ ド ロ キ ノ ン 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 カ テ コ ー ル 型 エ ポ  
キ シ 樹 脂 、 ジ ヒ ド ロ キ シ ナ フ タ レ ン 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ フ ェ ニ ル 型 エ ポ キ シ 樹 脂 等 の ２ 価  
の フ ェ ノ ー ル 類 か ら 誘 導 さ れ る エ ポ キ シ 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ク  
レ ゾ ー ル ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ナ フ ト ー ル ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ビ フ ェ ニ ル  
変 性 ノ ボ ラ ッ ク 型 エ ポ キ シ 樹 脂 等 の ３ 価 以 上 の フ ェ ノ ー ル 類 か ら 誘 導 さ れ る エ ポ キ シ 樹 脂  
な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の エ ポ キ シ 樹 脂 は 単 独 で 用 い て も よ く 、 ２ 種 類 以 上 を 混 合 し て  
用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ポ リ チ オ ー ル 系 硬 化 剤 と し て は 、 脂 肪 族 ポ リ チ オ ー ル エ ー テ ル 、 脂 肪 族 ポ リ チ オ エ ス テ  
ル 、 芳 香 環 含 有 ポ リ チ オ エ ー テ ル な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 硬 化 剤 は 単 独 で 用 い て も よ  
く 、 ２ 種 類 以 上 を 混 合 し て 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 主 剤 と 硬 化 剤 の 混 合 比 は １ ： １ が 好 ま し い が 、 塗 布 器 内 の 混 合 な の で 厳 密 な も の で は な  
く 、 ± ５ ％ 程 度 は 問 題 な い こ と が 分 か っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 乾 燥 は 自 然 乾 燥 が 普 通 で あ り 、 初 期 硬 化 は 1 5 分 以 内 、 研 磨 可 能 な 硬 化 時 間 は 3 0 分 以 内  
で あ る 。 完 全 硬 化 に は 約 2 4 時 間 を 要 す る 。 乾 燥 を 早 め る た め に 加 熱 し て 熱 硬 化 さ せ る こ  
と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 し た よ う な 塗 布 作 業 は 、 ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ メ ー カ ー だ け で な く 、 シ ュ ー ズ の 販 売 時  
に 販 売 店 が 行 う こ と が で き る し 、 購 入 者 が シ ュ ー ズ を 購 入 後 に 自 分 で 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 こ の つ ま 先 カ バ ー 用 の 混 合 薬 剤 は 接 着 性 能 も 優 れ て い る の で 、 例 え ば 靴 本 体 と 靴  
底 の 間 に 隙 間 が 生 じ た と き な ど に 接 着 剤 と し て も 使 用 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 下 表 に 示 す 主 剤 と 硬 化 剤 の ２ 液 を 塗 布 器 ３ 内 の ２ 室 ３ １ ， ３ ２ に そ れ ぞ れ 収 容 し て お き  
、 排 出 部 ３ ３ に お い て 混 合 さ せ つ つ 、 先 端 開 口 ３ ４ か ら 吐 出 さ せ る こ と に よ り 、 市 販 の 野  
球 靴 １ に 塗 布 し た 。
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ２ ７ 】
　 薬 剤 を 塗 布 し た 野 球 靴 は 自 然 乾 燥 に よ り 乾 燥 さ せ た 。 初 期 硬 化 は 1 5 分 以 内 で あ っ た が  
、 完 全 硬 化 に は 約 2 4 時 間 を 要 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 乾 燥 固 化 後 に は 、 透 明 で 堅 牢 な 皮 膜 が つ ま 先 に 形 成 さ れ て い た 。 つ ま 先 カ バ ー ２ と 野 球  
靴 つ ま 先 １ １ の 間 は 完 全 に 密 着 し て お り 、 隙 間 は 全 く な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 、 野 球 靴 を 例 に し て 説 明 し た が 、 本 考 案 は ボ ル ダ リ ン グ シ ュ ー ズ （ ク ラ イ ミ ン グ シ  
ュ ー ズ ） 、 登 山 靴 な ど の 、 広 い 意 味 で の ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ の つ ま 先 の 補 強 に も 使 用 す る こ  
と が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１   ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ
１ １   つ ま 先
２   つ ま 先 カ バ ー
３   薬 剤 塗 布 器
３ １ ， ３ ２   分 離 さ れ た 収 容 室
３ ３   排 出 部
３ ４   先 端 開 口
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【 図 面 】
【 図 １ 】
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